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〈委員長〉秋元伸二（古河電気工業（株））
〈委員〉鉱山／増田勝彦（三菱マテリアル（株））、
森脇達夫（パンパシフィック・カッパー（株））、
永田禎彦（日本鉱業協会）　伸銅／堀田修司
（（株）神戸製鋼所）、谷敬三（日本伸銅協会）
電線／湯谷彰（（株）フジクラ）、後藤信之
（（社）日本電線工業会）
〈日本銅センター〉田中和雄、宮田充

日本銅センターでは、去る6月3日、東京・コートヤード・マリオット銀座東武ホ
テルにおいて定時総会および理事会を開催し、下記の通り役員を選出した。 

また、同日、同会場において第35回日本銅センター賞の授賞式を
開催した。受賞者は次の通り。 

【新任】会　長　相馬 信義　日本鉱業協会会長 
　　　　　　　　　　　　  古河機械金属（株）代表取締役社長 
 
【新任】副会長　大橋 一彦　日本電線工業会会長 
　　　　　　　　　　　　 （株）フジクラ取締役社長 
 
【再任】副会長　中山 裕之　日本伸銅協会会長 
　　　　　　　　　　　　（株）神戸製鋼所専務取締役 
 
【再任】専務理事　日高 俊信　日本伸銅協会専務理事 
 
 

・（株）大林組　成田山工事事務所所長　田丸 紘夫 
（建築物件における銅板・条の需要促進に貢献） 
 
・（社）日本電線工業会　大阪支部支部長　益尾 和彦 
（社）電線総合技術センター　主管研究員　久米 伸一 
（電線ケーブルの導体サイズ適性化によるCO2排出量削減に
向けての活動） 
 
・トヨタホーム東京（株） 
（住宅用給水・給湯配
管システムへの銅管
の普及促進とイメージ
アップに貢献） 
 
・ヤマハ（株） 
（楽器における伸銅
品使用の需要貢献） 

多彩な展示会に出展予定！ 
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近年、銅の持つすぐれた諸特性が産業のさまざまな分野で注目されている。このような情勢の中、日本銅センターでは本年後半、訴求ポイントを
を絞ったいくつかの展示会出展を予定している。概要は以下の通り。 

【Infection Control Conf.】 
・会期： 2008年8月30日（土）～31日（日） 
・場所： 香港 
 
【銅展】 
・名称： 銅展　 抗菌をデザインする 
・会期： 2008年10月16日（木）～28日（火）　10：30～19：00 
・会場： 新宿西口リビングデザインセンターOZONE （新宿パークタワー6F） 
・主催： （社）日本銅センター 
　　　 JAFICA（日本フリーランスインテリアコーディネーター協会） 
・入場料： 無料 
 
●併設セミナー開催 
・10月17日（金） 14：30～16：15　トークセミナー「食とすまい」 
　講師： 野崎 洋光（分とく山総料理長） 
　　　 佐川　旭（佐川旭建築研究所所長） 
 
・10月17日（金） 16：30～18：00　「銅の殺菌性」 
　講師： 笹原 武志（北里大学医学部講師） 
 
 

【名古屋水道展】 
・会期： 2008年10月29日（水）・30日（木） 
・会場： ポートメッセ名古屋／名古屋市国際展示場・第一展示館 
　　　JR名古屋駅からあおなみ線「金城ふ頭駅」徒歩5分 
　　　銅センターブース小間No.6 
・主催： 日本水道工業団体連合会 
 
【HOSPEX Japan 2008】 
・会期： 2008年11月12日（水）～14日（金）　10：00～17：00 
・会場： 東京ビックサイト（東展示場） 
 
【エコプロダクツ2008】 
・名称： 地球と私のためのエコスタイルフェア～エコプロダクツ2008 
・会期： 2008年12月11日（木）～13日（土） 
　　　10：00～18：00（13日（土）は10：00～17：00） 
・会場： 東京ビックサイト（東展示場1～6ホール） 
・主催： （社）産業環境管理協会、日本経済新聞社 

日本銅センター賞受賞者 

 

今季号は世の中の関心ごと“安心・安全”を
テーマに幅広に取材（現地ロケ取材を敢行）。 
●銅の歴史物語－最古のコイン富本銭を語る
松村先生の瞳の奥に写し出される古代ロマンを
どうぞ！●ルポ“食文化と銅”－前号と同様、
足で稼ぎまくった内容。食べ歩きならず食い意地
を張ってしまい反省。銅はおいしい。●リレー随
想－銅の虜になったねこ女優micさん。フラン

スの旅いい味出しています。●日本の防災シス
テムにびっくり！こんなところに銅が役立っていると
は。●カパーワールド－あの時（大震災）をいま
再現インタビュー。感動のストーリーとして神戸の
顔ですね。●尾立先生の食育アドバイスをご参
考にこの夏を乗り切りたいものです。 
　 
　　　編集デスク　斉藤久嘉（日本銅センター） 

成田山新勝寺総門銅板屋根で再生！ 
TOP I C S　 1

総門 

施工： 大林組 
屋根工事： 小野工業所 

この春、千葉県成田市の成田山新勝寺では開基

1,700年を記念してさまざまな行事が行われたが、寺

の玄関に当たる総門が、総欅造り・銅板屋根で生まれ

変った。五間三戸桜門・総欅造りの構造で銅板瓦棒

葺きの屋根を持つ。スケールの大きさと精緻な金物が

周囲を圧倒している。 

鎌倉の和食名店に3尾の真鍮製“鯉”がお目見え 
TOP I C S　 2

このほど鎌倉の和食の名店「御代川」駅前店として

オープンした「鯉之助」（創業者御代川鯉之助氏にち

なむ）の店内壁画に真鍮製の3尾の鯉のレリーフがお

目見えした。造形作家・鮫島貴子氏の手によるもので、

急流の中を力強く泳ぎまわるその姿は、氏の言われる

“人々が集うあたたかい雰囲気”を具現化している。

お食事がてらぜひ一度鎌倉ヘ！ 

URL: atelier-artis.com

International Copper Association

I C A  N ew s

ICAの最新技術情報を紹介するOEMイベントを開催 
日本銅センターでは2008年にICAと8つの共同プロジェクト

を推進中であるが、そのひとつに“Japan OEM Copper Users”

がある。本プロジェクトは銅を多量に使用する日本の主要な

製造メーカーとコンタクトを持ち、良好な関係を構築しながら

銅の新規用途の開発等でICAが協力できる機会を探索す

るものである。 

今回は製造メーカーとのファーストコンタクトを図る目的で5月

19日、20日の2日間東京・神楽坂のアグネスホテルにおいて

重電（モーター）、家電、エアコンの3業種を対象にICAのア

クティビティを紹介するイベントを3回開催した。 

ICAから3名の講演者が来日し、ICAの果たす役割、開発

部門の最新技術ロードマップ、銅の環境への優しさについ

てプレゼンテーションを行った。各回20名程度の参加者が

あり講演後の懇親会場では講演者を囲んで熱心な質疑が

続いた。 

日本銅センターでは今秋にも同様のイベントを予定している。 

店内壁面のレリーフ 工房で制作中の鮫島氏 

相馬新会長 
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